
２００２年４月２６日

各　位

　　三 井 化 学 株 式 会 社          

関東天然瓦斯開発（株）株式の譲渡について

　三井化学株式会社（社長：中西宏幸、以下「三井化学」という）及び三井化学の全額出

資子会社である三井東圧肥料株式会社（社長：中島康甫）は、両社が保有する関東天然瓦

斯開発株式会社（社長：内藤惠夫、以下「関東天然ガス」という）株式（合計１４，４６

２千株、発行済株式総数の２３．７％相当）の全数を、合同資源産業株式会社（東京都中

央区、社長：田中尚文、以下「合同資源」という）及び三井物産株式会社（社長：清水愼

次郎、以下「三井物産」という）に譲渡することで合意し、本日株式売買契約を締結しま

した。

　三井化学は、コア事業の重点化による拡大・成長を経営戦略の大きな柱としております。

三井化学と関東天然ガスとは、千葉県産天然ガスを通じた事業上の取引関係がありました

が、三井化学の原料転換、メタノール事業からの撤退もあり、現在は事業上のつながりが

希薄となっておりますので、三井化学は、関東天然ガスの事業の継続的な拡大・発展のた

め、有力な事業パートナーとして期待できる合同資源及び三井物産に株式を譲渡すること

としました。

　合同資源は、千葉県産天然ガスの採取・販売、ヨウ素・ヨウ化物の製造・販売を行って

おり、従来から関東天然ガスと密接な関係を築いております。また、三井物産からは、エ

ネルギー産業規制緩和の流れの中で天然ガスの占める位置付けを極めて重要と認識し、国

内ガス輸送・販売事業への展開を企図している旨表明を受けております。

　三井化学は、上記株式譲渡により得られる資金を、コア事業である「ポリプロピレン事

業」の強化、すなわち大阪地区におけるポリプロピレンプラントのスクラップアンドビル

ド及び北米におけるポリプロピレンコンパウンド会社の株式取得の所要資金に充当する予

定であります。

《株式譲渡の概要》

　１．現在の所有株式数

　　　　　三 井 化 学      　　１３，３６２千株（所有割合　２１．９％）

　　　　　三井東圧肥料　　　１，１００千株（所有割合　　１．８％）

　　　　　合　計　　　　　１４，４６２千株（所有割合　２３．７％）

　２．譲渡先、譲渡株式数及び譲渡日

譲 渡 先 譲 渡 株 式 数 譲　渡　日

合 同 資 源  ８，３６２千株（１３．７％） ２００２年４月３０日

三 井 物 産  ６，１００千株（１０．０％） ２００２年５月　７日

                                                                      　以　上

本件に関するお問い合わせ先

　　三井化学株式会社　　ＩＲ・広報室長　須 田 桂 二　　０３－３５９２－４０６０



（ご参考）

１．関東天然瓦斯開発株式会社の概要（２００１年１２月３１日現在）

　（１）設　　立　　１９１７年５月２４日

　（２）資 本 金　　７，９０２百万円

　（３）出資比率　　三 井 化 学      ：２１．９０％

　　　　　　　　　　合同資源産業：１８．１７％

　　　　　　　　　　三井住友銀行：　４．２８％

　　　　　　　　　　そ の 他      ：５５．６５％

　（４）本　　社　　東京都中央区日本橋室町三丁目１番２０号

　（５）社　　長　　内　藤　惠　夫

　（６）事業内容　　千葉県における天然ガスの採取及び販売

　　　　　　　　　　ヨードの製造販売及びかん水の販売

　（７）従業員数　　１４８人

２．合同資源産業株式会社の概要（２００１年９月３０日現在）

　（１）設　　立　　１９４８年１１月１５日

　（２）資 本 金　　６３０百万円

　（３）出資比率　　関東天然瓦斯開発：１０．８％

　　　　　　　　　　三 井 物 産      ：　９．６％

　　　　　　　　　　倉 谷 鉱 業      ：　８．０％

　　　　　　　　　　そ の 他      ：７１．６％

　（４）本　　社　　東京都中央区京橋三丁目１番３号

　（５）社　　長　　田　中　尚　文

　（６）事業内容　　天然ガスの開発及び販売

　　　　　　　　　　ヨウ素の採取・販売

　（７）従業員数　　１３７人

３．三井東圧肥料株式会社の概要（２００２年３月３１日現在）

　（１）設　　立　　１９８１年１１月１０日

　（２）資 本 金　　５００百万円

　（３）出資比率　　三井化学：１００％

　（４）本　　社　　東京都中央区日本橋大伝馬町１１番８号

　（５）社　　長　　中　島　康　甫

　（６）事業内容　　化成肥料・合成培土などの生産及び販売

　（７）従業員数　　５５人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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